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新時代の知の拠点をめざしてリニューアル！�
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自分の映像作品から取り出した一部の画像

をモチーフにした平面作品。水で溶いた絵

の具をキャンバスにかけ、ムラができたところ

を布で何度もふき取るという手法で制作して

います。左上に曲線を描く赤い部分は、何だ

ろう？と思わせる。そのカタチに面白さを感じ、

いろんな作品に好んで使っているそうです。「赤

が好きで、自分にとっては落ち着く色。またネ

オンのような彩度ある光にも惹かれる」という

作者。印象的な色づかいにその個性が感じ

られます。�

【表紙】について�

長崎大学教育学部�
学校教育教員養成課程中学校美術４年�
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���　
独
創
的
・
先
端
的
な
学
術
研
究
の
場
で
、創

造
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
国
立
大
学
の

施
設
は
、科
学
技
術
創
造
立
国
を
め
ざ
す
我
が

国
に
と
っ
て
重
要
な
基
盤
で
あ
り
、そ
し
て
地
元

の
街
に
と
っ
て
も
大
切
な
知
の
拠
点
で
す
。�

　
現
在
、国
立
大
学
は
全
国
的
に
建
物
の
老
朽

化
の
問
題
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
一
方
で

今
年
四
月
に
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、施
設
整
備
に
お
い
て
も
法
人
化
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
学
の
場
合
、過
去
十
数
年
に
わ
た
り
、大

学
の
統
合
移
転
か
、現
在
地
で
再
開
発
す
る
か
、

方
向
性
が
定
ま
ら
ず
、そ
の
た
め
他
大
学
よ
り

も
整
備
が
遅
れ
ま
し
た
。長
崎
市
内
の
文
教
、

片
淵
、坂
本
の
三
地
区
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
う

ち
、坂
本
地
区
以
外
の
整
備
が
遅
れ
、特
に
文

教
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
建
築
後
三
十
年
以
上

経
過
し
た
建
物
が
全
体
の
約
六
六
％
と
全
国
平

均
の
約
三
五
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。�

　
本
学
で
、施
設
整
備
が
具
体
的
に
は
じ
ま
っ

た
の
は
平
成
十
二
年
度
か
ら
で
、現
在
地
で
の
再

開
発
決
定
を
受
け
た
後
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
の

老
朽
化
や
狭
隘
化
な
ど
の
問
題
解
決
に
向
け

て
、着
々
と
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�
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�

�

急
速
に
進
む
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備�

 新しくなった学生会館の入口�

築
三
十
年
以
上
を
経
過
し
た
�

建
物
が
大
半
を
占
め
、�

老
朽
化
が
目
立
つ
長
大
キ
ャ
ン
パ
ス
。
�

現
在
、着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
�

キ
ャ
ン
パ
ス
改
善
・
整
備
の
�

現
状
と
未
来
を
探
り
ま
す
。
�

新 時 代 の 知 の 拠 点 を �

め ざ し て リ ニ ュ ー ア ル !

特集�特集�

文教キャンパスの正門横に設けられた斬新的なデザインの総合案内。
初めて訪れる人が、学内の目的地までスムーズに行けるよう交通計画
や駐車場のサインなども改善が進められている。�
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���　
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
文
教
地
区
に
は
教
育
学

部
、薬
学
部
、工
学
部
、環
境
科
学
部
、水
産
学

部
の
五
学
部
と
図
書
館
、事
務
局
な
ど
が
あ
り

ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、教
育
研
究
の
進
展
や
時
代
の
変

化
に
対
応
し
て
随
時
、新
増
設
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、建
物
は
老
朽
化
し
、複
雑
に
入
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。現
在
、「
国
立
大
学
等
施
設
緊
急

整
備
五
カ
年
計
画
」に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

��　
文
教
地
区
構
内
で
も
っ
と
も
高
く
、新
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
の
が
、昨
年
十
二
月
に
整

備
さ
れ
た「
総
合
教
育
研
究
棟
」で
す
。鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
十
二
階
建
て
、延
べ

面
積
約
一
二
、九
〇
〇
m
。�

　
こ
の
建
物
は
、平
成
十
二
年
に
策
定
さ
れ
た

「
長
崎
大
学
・
大
学
改
革
案
」に
お
け
る
総
合

大
学
院
構
想
の
自
然
科
学
系
研
究
科
を
め
ざ

す
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。低
層
階
は

大
学
院
を
中
心
に
共
用
す
る
講
義
・ゼ
ミ
ス
ペ
ー

ス
を
配
置
。中
層
階
に
は
専
門
分
野
の
教
育
研

究
を
多
様
に
展
開
で
き
る
高
品
質
の
実
験
研

究
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。高
層
階
に

は
全
学
的
に
実
験
機
器
を
集
約
し
、共
同
利
用

を
図
る
ス
ペ
ー
ス
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
用
と
し
て

全
学
が
共
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
に
な
っ
て
い

ま
す
。�

��　
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
薬
学

部
校
舎
。改
修
工
事
で
、施
設
の
老
朽
・
狭
隘
化

を
解
消
し
、高
度
・
多
様
化
す
る
教
育
研
究
活

動
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、既
存
の
建
物
を
利
用
し
た
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン

工
法
で
、耐
震
補
強
を
施
し
て
い
ま
す
。オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
も
設
置
し
、大
学
院
生
対
応
の
ス
ペ
ー
ス

も
充
実
し
て
い
ま
す
。�

�　
昨
年
春
、裏
門
付
近
の
風
景
に
も
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。か
つ
て
あ
っ
た
生
協
の
売
店

と
鉄
筋
二
階
建
て
の
学
生
会
館
は
、開
放
感
あ

ふ
れ
る
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
の
中
へ
と
リ
ニュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
新
し
い
学
生
会
館
は
、

大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
の
採
光
に
よ
り
明
る
い

C
H
O
H
O
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※
1〔
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
工
法
〕既
存
建
物
の

外
側
に
新
た
に
柱
・
梁
に
よ
る
フ
レ
ー
ム

を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
構
築
。そ
の
フ
レ

ー
ム
と
既
存
建
物
と
を
ス
ラ
ブ
に
よ
っ
て

剛
結
一
体
化
す
る
も
の
。構
造
補
強
の
み

な
ら
ず
、外
観
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
さ
れ
る

機
能
的
な
工
法
。�

※
1

薬
学
部
校
舎 

学
生
会
館
・
食
堂 

高層階には、学術研究の進展や産学の連携・協力などプロジェクト型の研究活動に対応でき
るオープンラボが整備されています。�

文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
に�

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
誕
生�

総
合
教
育
研
究
棟�

2

「百年建築」をめざした総合教育研究棟（昨年12月整備）。省エネ対策として、取り入れ
た自然光を調整できる遮光ルーバーを設置。窓ガラスは熱線反射複層ガラスになっている。�

シンプルでモダンな外観になっ
た薬学部校舎。「ダブルスキ
ン工法」の採用で百年建築
へと蘇生を図った。�



雰
囲
気
と
な
っ
て
お
り
、廊
下
に
は
絵
画
が
飾
ら

れ
る
な
ど
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。一
階
に
生
協
の
食
品
売
店
、二
階
に
書
籍

売
店
、各
種
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。和
室
、

集
会
室
の
一
部
も
改
修
。一
階
に
は
モ
ー
ル
が

設
け
ら
れ
、学
生
会
館
と
食
堂
の
一
体
化
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。�
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教育学部中庭を利用した「おもやい広場」と「ビオトープ」。
ゆめ大賞を受賞した学生のアイデアでつくられたもの。「お
もやい」とは、共に分け合うこと、共有することを言う。自然と
ふれあうくつろぎの広場として学生たちに好評。�

新学生会館の周辺には、スイレン（エジプト）、シャクナゲ（ネ
パール）、ボタン（中国）、ムクゲ（韓国）、ハイビスカス（マレ
ーシア）、赤バラ（オマーン）など留学生の出身国を代表する
花が植樹されている。�

���　
坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、医
学
部
、歯
学
部
の

二
学
部
と
、昨
年
十
月
に
統
合
し
た
医
学
部
・

歯
学
部
附
属
病
院
お
よ
び
全
国
共
同
利
用
機

関
で
も
あ
る
熱
帯
医
学
研
究
所
な
ど
が
あ
り

ま
す
。坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、一
定
の
施
設
整
備

が
先
に
進
ん
で
い
た
た
め
本
学
の
中
で
は
比
較

的
良
好
な
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。文
部

科
学
省
の「
二
十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
も
採
択
さ
れ
た
最
先
端
の
研
究
な
ど
に
も

対
応
で
き
る
施
設
で
は
、充
実
し
た
設
備
の
も

と
で
研
究
活
動
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
統
合
し
た
医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
地

区
は
狭
く
、高
低
差
の
あ
る
段
状
の
敷
地
に
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
施
設
整
備
に
は
周
辺
環
境

へ
の
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。ま
た
既
存
の

病
院
施
設
も
老
朽
化

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

長
年
再
開
発
整
備
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。高
度
医

療
や
多
様
化
す
る
患

者
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に

対
応
で
き
る
体
制
を

め
ざ
し
、現
在
、
新
病

棟
・
診
療
棟
の
工
事

着
工
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

��

　
組
み
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
や
遺
伝
子
研
究
と

技
術
開
発
お
よ
び
遺
伝
子
に
関
す
る
安
全
管

理
、教
育
訓
練
の
場
、シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
研
究
支

援
を
図
る
学
内
共
同
利
用
の
研
究
施
設
と
し

て
平
成
十
五
年
三
月
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。今

後
は
新
興
感
染
症
病
原
体
の
遺
伝
子
研
究
や

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
な
ど
、こ
の
分
野
に
お
け
る
さ

ら
な
る
研
究
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��

　
本
学
で
唯
一
の
国
立
大
学
等
全
国
共
同
利

用
機
関
で
あ
る
熱
帯
医
学
研
究
所
の
研
究
実

験
棟
も
平
成
十
五
年
三
月
に
整
備
さ
れ
ま
し

た
。�

　
こ
の
施
設
は
、国
内
唯
一
の
熱
帯
医
学
研
究

の
拠
点
で
、平
成
七
年
度
に
は「
卓
越
し
た
研

究
拠
点（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
）」の
研
究
所
と
し
て
も
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
度
の「
二
十
一
世

紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択
さ
れ
た「
熱
帯

病・新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
制
御
戦
略
拠
点
」

の
中
核
施
設
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、熱

帯
医
学
と
国
際
保
健
に
お
け
る
先
導
的
研
究

や
、熱
帯
病
の
予
防
と
制
圧
に
向
け
た
研
究
お

よ
び
専
門
家
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

遺
伝
子
実
験
施
設�

熱
帯
医
学
研
究
実
験
棟�

病
院
地
区
の
整
備
が�

は
じ
ま
っ
た
坂
本
キ
ャ
ン
パ
ス�

豊
か
で
潤
い
の
あ
る
環
境
を�

実
現
し
た
片
淵
キ
ャ
ン
パ
ス�

���　
閑
静
で
緑
豊
か
な
環
境
に
囲
ま
れ
た
片
淵

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、経
済
学
部
と
東
南
ア
ジ
ア
に

お
け
る
政
治
、経
済
、文
化
な
ど
に
関
す
る
研

究
を
行
っ
て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
が
あ
り

ま
す
。�

　
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、平
成
七
年
度
の
大
学
�

遺伝子実験施設。本学における遺伝子研究拠点としての
みならず、地域におけるバイオ分野の産業育成への貢献も
期待されている。�

熱帯医学研究実験棟。この研究所では国内の共同利
用研究の他、ＷＨＯ、外務省、ＪＩＣＡなどの要請による
熱帯現地での研究・技術協力・海外の大学や研究機
関との学術協定による共同研究を行っている。ＣＯＥに
おける国際的な研究拠点施設として、さらなる研究の
高度化・国際化を推進している。�



院
設
置
、平
成
九
年
度
の
商
科
短
期
大
学
の
廃

止
統
合
等
に
よ
る
学
生
・
教
職
員
数
の
変
化
に

伴
い
狭
隘
化
が
進
行
し
、教
育
研
究
に
支
障
を

来
し
て
い
ま
し
た
が
、平
成
十
三
年
度
か
ら
行

わ
れ
た
校
舎
増
築
と
一
部
の
既
存
校
舎
改
修

で
、問
題
点
は
だ
い
ぶ
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。�

��　
図
書
館
の
そ
ば
に
新
し
く
増
築
さ
れ
た
総

合
研
究
棟
。低
層
部
分
に
は
百
五
十
人
を
収

容
で
き
る
講
義
室
、多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
け
、高

層
部
分
に
は
交
流
プ
ラ
ザ
、ゼ
ミ
室
、留
学
生
の

た
め
の
研
究
室
、共
同
研
究
室
が
機
能
的
に
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
既
存
校
舎
と
の
間
に
あ
る
緑
豊
か
な
中
庭
は
、

学
生
、教
官
の
交
流
・
く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
利
用
さ
れ
、豊
か
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
て

い
ま
す
。�

��　
老
朽
化
が
著
し
か
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所

も
す
で
に
改
修
整
備
さ
れ
ま
し
た
。既
存
の
建

物
を
利
用
し
た
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
工
法
で
耐
震
補

強
と
機
能
再
生
を
図
り
、百
年
建
築
物
へ
と

蘇
生
さ
せ
て
い
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
・Ｉ
Ｔ
化
な

ど
が
進
む
現
代
経
済
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
研
究
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�　
法
人
化
に
向
け
て
、教
育
研
究
の
活
性
化
や

学
生
支
援
、国
際
交
流
な
ど
の
充
実
に
役
立
つ

施
設
整
備
を
め
ざ
す
本
学
で
は
、「
壊
れ
て
か

ら
直
す
」と
い
う
従
来
の
考
え
方
か
ら
、予
防
保

全
の
考
え
方
を
導
入
し
、定
期
的
に
保
守
・
点

検
を
す
る
こ
と
で
良
好
な
環
境
を
維
持
し
て

行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
小
さ
な

投
資
で
よ
り
大
き
な
効
果
を
期
待
で
き
ま
す
。�

　
施
設
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、以
前
は
、

学
内
施
設
の
整
備
と
保
守
管
理
が
体
系
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、法
人
化
後
は
、一

元
的
、総
合
的
に
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
え
る
よ
う
組
織
を
再
編
。ま
た
大
学

内
の
各
施
設
の
利
用
状
況
や
利
用
予
定
、
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変
わ
る
施
設
の
あ
り
方�

東
南
ア
ジ
ア
研
究
所�

レンガ造りの「瓊林会館」。大正時代に研究館として寄付されたも
ので、前身となる長崎高等商業学校の設立以来、100年近い歴史
がある経済学部の貴重な資料を展示。2001長崎市都市景観賞「歴
史のある部門」の表彰を受けた。�

ダブルスキン工法で
百年建築として甦っ
た東南アジア研究所。
不足していた研究室
などを確保することが
できた。�

総
合
研
究
棟�

大講義室。カーペットが敷かれ、落ち着いた雰囲気が
漂う。空調装置など、快適な室内環境づくりの配慮が
行き届き、グンと快適になった。学生たちは、ますます講
義に集中できるようになったはず。　　�

総合研究棟。片淵キャンパスの恵まれた環境の中で、
グローバル化、IT化などが進む現代経済社会にふさわ
しい、実践的問題解決能力を持った人材を育成するた
めの施設。�

けい　りん�

学生会館�

売店�

食堂� 多目的�
ホール�

交流�
ラウンジ�

コミュニケーション�
　　スクエア�

総合研究棟内のホールで、くつろぐ学生たち。�
コミュニケーションの場にふさわしい快適な空間。�



広
さ
や
設
備
な
ど
の
デ
ー
タ
を
集
め
た
、「
施
設

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」を
独
自
に
開
発
。そ
の
情
報
公

開
に
よ
り
、施
設
の
有
効
活
用
を
図
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。さ
ら
に
民
間
の
資
金
な
ど
を
活
用

す
る
新
し
い
手
法
の
P
F
I
導
入
に
も
取
り

組
み
、そ
の
手
法
に
よ
る
工
学
部
校
舎
な
ど
の

大
型
改
修
工
事
も
検
討
し
て
い
ま
す
。�

����� 
学
生
生
活
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上
が
図
ら
れ
た
快
適
な

施
設
整
備
が
必
要
で
す
。新
し
く
な
っ
た
学
生

会
館
に
関
連
し
て
、現
在
、整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
の
が
学
生
プ
ラ
ザ
で
す
。三
月
竣
工
予
定
で
、

ラ
ウ
ン
ジ
や
多
目
的
ホ
ー
ル
、学
習
ホ
ー
ル
が
設

け
ら
れ
、学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。�

　
学
生
プ
ラ
ザ
に
は
連
続
し
た
空
間
と
し
て
、

周
辺
に
賑
わ
い
と
憩
い
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
や
、大
学
の
ゲ
ー
ト
と
し
て
洗
練

さ
れ
た
雰
囲
気
を
醸
す
ア
プ
ロ
ー
チ
モ
ー
ル
な

ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
学
生
プ
ラ
ザ
を

中
心
と
し
た
整
備
で
は
、全
体
的
に
段
差
の
解

消
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
化
を
進
め
、要
所
に
は
水
、緑
、光
、ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、人
と
環

境
に
優
し
い
空
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。�

�����　
教
育
・
研
究
・
医
療
な
ど
と
の
密
接

不
可
分
な
要
素
が
強
い
大
学
の
施
設
。

そ
の
整
備
に
は
利
用
者
と
の
綿
密
な
打

ち
合
わ
せ
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
が
現

実
の
も
の
と
な
る
ま
で
に
は
、長
い
期
間

が
必
要
で
す
。現
在
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
各

所
に
予
定
さ
れ
る
整
備
計
画
が
順
調

に
進
め
ば
、今
後
、大
き
く
変
貌
し
た
長

崎
大
学
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。�

　
市
民
に
親
し
ま
れ
、市
民
に
開
か
れ

た
大
学
を
め
ざ
し
た
、豊
か
で
潤
い
の
あ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
は
、ま
だ
は
じ
ま
っ

た
ば
か
り
。本
学
は
、長
崎
に
根
づ
く
伝

統
的
文
化
を
継
承
し
つ
つ
豊
か
な
心
を

育
み
、地
球
の
平
和
を
支
え
る
科
学
を

創
造
す
る
研
究
教
育
の
拠
点
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。社
会
の
調
和
的
発
展
に

貢
献
す
る
本
学
に
、ど
う
ぞ
ご
期
待
下

さ
い
。�

�
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※
2〔
P
F
I
〕Private F

inance Initiative
の
略
。
公

共
施
設
な
ど
の
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
な
ど
を
、

民
間
の
資
金
、技
術
、経
営
能
力
を
活
用
す
る
新
し
い
手

法
の
こ
と
。�

※
2

新
時
代
の�

キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
は�

始
ま
っ
た
ば
か
り�

学
生
プ
ラ
ザ（
仮
称
）�

図 書 館 �

教育学部�

工 学 部 �

環境科学部�

学生会館�

売 店 �

食 堂 � 多目的�
ホール�

交流�
ラウンジ�

コミュニケーション�
　　　　スクエア�

学生会館�

売 店 �

食 堂 � 多目的�
ホール�

交流�
ラウンジ�

コミュニケーション�
　　スクエア�

裏 門 �

ビオトープ�

学生たちのキャンパスライフの活性化と、質
の高い教育環境を実現する学生プラザ構想。
整備の完了が待たれる。�
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����������　
四
人
の
天
正
遣
欧
少
年
使
節
、伊
東
マ
ン
シ
ョ・

千
々
石
ミ
ゲ
ル・
原
マ
ル
チ
ノ・
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
が

八
年
の
旅
を
終
え
て
長
崎
の
港
に
帰
っ
て
来
た

の
は
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）六
月
二
十
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
そ
の
お
り
同
行
し
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
日
本

巡
察
師
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ・ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
神
父

（Alessandro  Valignano

／
一
五
三
〇
〜
一

六
〇
六
）は
、西
洋
式
の
活
版
印
刷
機
を
持
ち

込
ん
だ
。こ
の
印
刷
機
は
、ロ
ー
マ
か
ら
の
帰
途
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
が
購

入
し
た
も
の
だ
っ
た
。�

　
ヨ
ハ
ネ
ス・グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク（
一
四
〇
四
〜
一

四
六
八
）が
、ラ
イ
ン
川
中
流
域
の
葡
萄
酒
の
集

散
地
マ
イ
ン
ツ
で
活
版
印
刷
を
創
業
し
た
の
は

一
四
六
四
年
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。そ
の
活
版

印
刷
術
は
、葡
萄
絞
り
機
か
ら
考
案
し
た
と
い

う
も
の
で
、母
型
に
鉛
と
ア
ン
チ
モ
ン
の
合
金
を

流
し
込
ん
で
造
っ
た
金
属
活
字
に
、

油
性
の
イ
ン
ク
を
塗
っ
て
、紙
に
プ
レ
ス
す
る
方

法
で
あ
る
。豪
華
な
四
十
二
行
本
聖
書
の
印
刷

を
行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。教
会
で
は

そ
れ
ま
で
、修
行
僧
た
ち
が
数
年
が
か
り
で
聖

書
を
書
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、こ
の
複
製

技
術
は
画
期
的
な
発
明
で
あ
る
。�

　
こ
の
印
刷
機
は
そ
の
後
イ
タ
リ
ア
、ギ
リ
シ
ャ
、

フ
ラ
ン
ス
、オ
ラ
ン
ダ
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ポ
ル
ト
ガ
ル

と
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
ヨ
ー
ロッ
パ
各
地
に
普
及

し
た
。ヴ
ァ
リ
ニ
ア
ー
ノ
神
父
は
、こ
の
印
刷
機
を

日
本
布
教
の
強
力
な
道
具
と
し
て
持
ち
込
ん

だ
の
で
あ
る
。鉄
砲
・
羅
針
盤
・
印
刷
機
の
三
大

発
明
を
駆
使
し
て
の
、い
わ
ゆ
る
十
五
、六
世
紀

の
大
航
海
時
代
が
そ
の
背
景
と
し
て
あ
っ
た
。�

���　
こ
の
印
刷
機
は
島
原
半
島
の
加
津
佐
の
セ
ミ

ナ
リ
オ（
円
通
寺
跡
、天
辺
の
丘
辺
り
）に
設
置

さ
れ
、布
教
活
動
の
た
め
の
宗
教
教
典
、語
学

修
得
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
類
の
印
刷
が
行

わ
れ
た
。そ
の
後
印
刷
機
は
文
禄
元
年（
一
五

九
二
）に
天
草
の
コ
レ
ジ
オ（
河
浦
町
一
町
田
辺

り
）に
移
り
、慶
長
二
年（
一
五
九
七
）さ
ら
に

長
崎
の
コ
レ
ジ
オ
へ
と
移
動
を
か
さ
ね
た
。長
崎

の
コ
レ
ジ
オ
は
ト
ー
ド
ス・
オ
ス・
サ
ン
ト
ス
教
会

（
現
在
の
春
徳
寺
、夫
婦
川
町
十
一
番
）に
あ
っ

た
。三
カ
所
を
移
動
し
な
が
ら
も
、お
よ
そ
五

十
種
ほ
ど
が
印
刷
さ
れ
た
が
、現
存
す
る
の
は

二
十
九
種
ほ
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
出
版
物
を

キ
リ
シ
タ
ン
版
と
よ
ん
で
い
る
。代
表
的
な
い
く

つ
か
を
右
に
あ
げ
て
お
く
。�

　
こ
の
う
ち
、天
草
版『
伊
曽
保
物
語
』は
、ロ
ー

マ
字
で
表
記
さ
れ
る
が
、日
本
最
初
の
西
洋
文

学
の
翻
訳
書
と
し
て
文
学
史
の
上
で
注
目
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。『
ラ
ポ
日
対
訳
辞
書
』は
日
本

語
を
ラ
テ
ン
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
対
訳
し
た
も

の
。な
か
で
も『
日
葡
辞
書
』は
見
出
し
に
日
本

語
三
二
、八
七
一
語
を
か
か
げ
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
説
明
し
、用
例
を
掲
げ
る
。ま
た
、語
彙
に
は

雅
語
や
俗
語
、都
の
言
葉
や
西
国
の
方
言
な
ど
、

そ
の
位
相
ま
で
を
解
説
す
る
。こ
の
辞
書
は
、『
日

本
文
典
』の
編
者
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
通
詞
を
つ
と

め
た
ジ
ョ
ア
ン・ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
が
編
纂
の
中
心

と
な
り
、日
本
人
イ
ル
マ
ン（
修
道
士
）た
ち
の
協

力
で
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る（
土
井
忠
生

説『
切
支
丹
語
学
の
研
究
』三
省
堂
、一
九
七

一
年
刊
）。安
土
・
桃
山
時
代
の
日
本
語
を
ロ
ー

マ
字
で
表
記
し
、当
時
の
発
音
が
写
し
取
ら
れ

二
、西
洋
式
で
最
初
に�

　 

印
刷
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
版�

天正18年、長崎にもたらさ
れた日本初の西洋式活版
印刷機の複製。（長崎純
心大学博物館蔵）�

天正遣欧少年使節肖像（京都大学附属図書館蔵）。伊東マン
ショ、千々石ミゲル、原マルチノ、中浦ジュリアン、通訳メスキータ�

『どちりいなきりしたん』1591年刊�
『サントスの御作業の内抜書』同年刊�

加津佐版�

『落葉集』1598年刊�
『ぎやどぺかどる』1599年刊�
『おらしょの翻訳』1600年刊�
『倭漢朗詠集巻之上』同年刊�
『日葡辞書』1603～1604年刊�
『日本文典』（ロドリゲス編）1604～1608年刊�
『サクラメント提要』1605年刊�
『スピリツアル修行』1607年刊�
『聖教精華』1610年刊�
『ひですの経』1611年刊�
『太平記抜書』1614年刊？�

長崎版�

『ヒデスの導師』1592年刊�
『平家物語・伊曽保物語・金句集』1592～1593年刊�
『ラテン文典』1594年刊�
『ラポ日対訳辞書』1595年刊�

天草版�

長
崎
大
学
環
境
科
学
部
教
授
　
若
木
太
一�

長
崎
の�

印
刷
・
出
版
史�

一
、西
洋
式
活
版
術
の
移
入�
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て
お
り
、貴
重
な
音
韻
史
の
資

料
で
も
あ
る
。使
用
活
字
は
主
と

し
て
大
小
の
ロ
ー
マ
ン
体
、イ
タ
リ
ッ
ク

体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。ロ
ー
マ
ン

体
の
大
文
字
四
種
、小
文
字
三

種
、イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
大
文
字
三

種
、小
文
字
二
種
、そ
の
ほ
か
記
号

数
種
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
、こ

の
印
刷
機
は
マ
カ
オ
へ
と
運
び
出
さ
れ
た
。�

��　
本
木
昌
造
は
文
政
七
年（
一
八
二
四
）六
月

九
日
、長
崎
新
大
工
町
乙
名
、北
島
三
弥
太
の

四
男
と
し
て
誕
生
し
た
。十
歳
の
時
、母
方
の

叔
父
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
昌
左
衛
門（
一
八
〇

一
〜
一
八
七
三
）の
養
子
と
な
り
家
を
継
ぐ
。

幼
名
を
作
之
助
、ま
た
改
め
て
元
吉
、さ
ら
に

昌
造
と
称
し
た
。義
理
の
祖
父
は
、『
諳
厄
利

亜
語
林
大
成
』（
一
八
一
四
）の
編
纂
に
か
か
わ
っ

た
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
庄
左
衛
門
正
栄（
一
七

六
七
〜
一
八
二
二
）。十
一
歳
の
こ
の
年
稽
古
通

詞
と
な
り
、そ
の
後
、小
通
詞
末
席
、同
並
と
昇

進
し
た
。そ
の
か
た
わ
ら
化
学
を
学
ん
だ
。�

　
本
木
は
西
洋
の
活
字
印
刷
機
を
見
る
機
会

が
あ
り
、諏
訪
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
木
活
字
の
試
作
を
試
み
て
い
る
。嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）二
十
七
歳
の
こ
ろ
、流
し
込
み
活

字
を
考
案
し
、自
著『
蘭
話
通
弁
』を
印
刷
し

た
ら
し
い（
未
確
認
）。安
政
二
年（
一
八
五
五
）

三
十
一
歳
の
と
き
、長
崎
西
役
所
内
に
活
字
版

摺
立
所
が
設
置
さ
れ
、そ
の
取
扱
係
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
出
島
版
の
印
刷
に
か
か
わ
る
の
で
あ

る
。出
島
版
は
、長
崎
奉
行
荒
尾
石
見
守
と
海

軍
伝
習
方
取
締
永
井
岩
之
丞
と
相
談
し
、輸

入
品
の
蘭
書
の
復
刻
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ

た
。こ
の
と
き
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
所
有
し
て
い

た
ヨ
ー
ロッパ
製
の
活
版
印
刷
機
を
使
用
し
た
。�

　
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）本
木
は
三
十
六
歳

の
と
き
飽
の
浦
製
鉄
所
の
御
用
係
と
な
り
、蒸

気
船
二
艘
を
購
入
、艦
長
と
し
て
江
戸
・
大
坂
・

長
崎
間
の
海
上
勤
務
を
し
た
。�

　
安
政
六
年（
一
八
五
九
）、本
木
は
増
永
文
治

と
と
も
に『
和
英
商
賈
対
話
集
』を

発
行
し
て
い
る
。こ
れ
は
鉛
活
字
と

版
木
に
彫
り
つ
け
た
整
版
と
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、活
版
に

移
行
す
る
技
術
過
程
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。明
治
元
年（
一
八
六
八
）

四
十
四
歳
の
年
、よ
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
中
島
川
に
鉄
橋
を
架
け
た
。こ

の
時
期
は
有
能
な
実
業
家
と
し
て
活
動
す
る
。
�

　
こ
の
頃『
崎
陽
雑
報
』を
発
行
す
る
。こ
れ

は
木
活
字
を
用
い
、政
治
的
な
ニュ
ー
ス
や
世
間

の
う
わ
さ
話
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。�

　
そ
し
て
四
十
五
歳
の
明
治
二
年（
一
八
六
九
）、

彼
は
本
興
善
町
の
唐
通
事
会
所
跡
に
活
版
伝

習
所
を
設
立
、フ
ル
ベッ
キ
の
斡
旋
で
上
海
か
ら

ア
メ
リ
カ
人
ウ
イ
リ
ア
ム・ガ
ン
ブ
ル（W

.G
am
bule

）

を
迎
え
、電
胎
母
型
と
活
字
鋳
造
法
を
学
ん
だ
。

翌
明
治
三
年
、鉛
製
の
金
属
活
字
の
鋳
造
に
成

功
し
た
。「
新
町
私
塾
」を
開
き
十
五
歳
ま
で

の
子
供
た
ち
に
習
字
、読
書
を
教
え
、さ
ら
に
洋

書
に
つ
い
て
も
教
育
し
た
。そ
の
年
三
月
、「
新

町
活
版
所
」を
開
き
、わ
が
国
最
初
の
民
間
活

版
印
刷
所
を
始
め
た
の
で
あ
る
。翌
年
、長
崎

製
鉄
所
を
退
き
、活
字
製
造
、印
刷
事
業
に
専

念
し
た
。明
治
五
年（
一
八
七
二
）十
一
月
に
は

『
長
崎
新
聞
』の
発
行
を
開
始
し
た
。そ
の
間
、

本
木
は
明
治
三
年
に
は
大
阪
に「
大
阪
活
版
所
」

を
設
置
、翌
年
に
は
京
都
に「
點
林
堂
活
版
所
」、

さ
ら
に
横
浜
の
弁
天
通
に「
横
浜
活
版
所
」を

設
立
し
て
い
る
。そ
し
て
明
治
五
年（
一
八
七
二
）

東
京
の
築
地
に
本
木
の
片
腕
と
い
わ
れ
た
平

野
富
治
に
よ
っ
て「
東
京
築
地
活
版
印
刷
所
」

が
設
置
さ
れ
、そ
の
後
日
本
は
次
々
と
新
聞
の

発
行
、雑
誌
の
刊
行
が
は
じ
ま
る
。写
真
家
の

上
野
彦
馬
と
な
ら
ん
で
日
本
の
近
代
黎
明
期

に
活
動
し
た
本
木
は
、明
治
八
年（
一
八
七
五
）

九
月
三
日
、五
十
二
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。�

三
、本
木
昌
造
の
近
代
活
版
印
刷
�

近代印刷文化の道を拓いた新町活版所跡。
（長崎市興善町）�

本木昌造の試作した木活字。�
（諏訪神社蔵）�

大光寺（長崎市鍛冶屋町）にある本木家の
墓。代々オランダ通詞だった先祖らと共に、
戒名「故林堂釋永久梧窓善士」が刻まれた
昌造の墓（手前右端）がある。�

ア
ン
グ

リ

�

ア
�
ご
り
ん
た
い
せ
い
�

『シーボルトの所蔵本目録』�
1862年出島版（複製、武蔵文庫蔵）�

『和英商賈対話集 初版』安政6年（1859）
本木昌造刊（印刷博物館蔵）�
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今
回
、C
O
E
に
採
択
さ
れ
た「
熱
帯
病
・

新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
制
御
戦
略
拠
点
」

は
地
球
規
模
で
流
行
す
る
熱
帯
病
と
新
興
感

染
症
の
包
括
的
制
御
戦
略
を
創
り
出
し
、世

界
に
発
信
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。�

　
本
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、C
O
E
に
採
択
さ
れ

た
最
大
の
理
由
は
、本
学
の
多
く
の
先
輩
に
よ

り
長
年
に
わ
た
り
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
、日
本
脳
炎
、

A
T
L（
成
人
T
細
胞
白
血
病
）な
ど
感
染
症

に
関
す
る
優
れ
た
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て

い
る
こ
と
、現
在
、本
学
に
は
熱
帯
医
学
と
新
興

感
染
症
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
数
多
く
い

て
、デ
ン
グ
熱
、マ
ラ
リ
ア
、住
血
吸
虫
症
、プ
リ
オ

ン
病
な
ど
に
つ
い
て
特
色
あ
る
画
期
的
な
研
究

を
地
球
規
模
で
行
っ
て
い
る
実
績
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。　
�

　
つ
ま
り
熱
帯
病
と
新
興
感
染
症
を
、診
断
か

ら
治
療
、対
策
ま
で
、包
括
的
に
研
究
で
き
る
の

は
、日
本
で
は
我
々
の
と
こ
ろ
だ
け
だ
と
思
い
ま

す
。�

��　
�

　
我
々
が
研
究
す
る
熱
帯
病
と
新
興
感
染
症

は
、非
常
に
似
て
い
て
、

実
は
新
興
感
染
症
で

あ
る
と
同
時
に
熱
帯
病

で
あ
る
場
合
も
多
い
の
で
す
。そ
の
典
型
例

が「
西
ナ
イ
ル
熱
」で
す
。こ
れ
は
も
と
も
と
ア

フ
リ
カ
の
熱
帯
病
で
す
が
、ア
フ
リ
カ
で
は
あ
ま

り
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、一
九
九
九
年

に
北
米
の
大
都
市
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
突
然
は
や
っ

た
こ
と
か
ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
よ
う
に
熱
帯
病
と
新
興
感
染
症
の
流

行
の
背
景
に
は
、非
常
に
近
い
バッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、そ
れ
を
一
緒
に
研
究
す

れ
ば
、よ
り
よ
い
成
果
が
期
待
さ
れ
る
の
で
す
。�

���　
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
新
興
感
染
症
と
い

え
ば
、昨
年
の
S
A
R
S
の
流
行
で
し
ょ
う
。ち

な
み
に
こ
の
時
は
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所

か
ら
も
三
人
の
メ
ン
バ
ー
が
伝
播
地
域
に
お
い
て

S
A
R
S
感
染
対
策
に
従
事
し
ま
し
た
。�
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熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の
地
球
規
模
制
御
戦
略
拠
点�

ま た ひ と つ  長 崎 か ら 世 界 へ �

21世紀COEプログラムとは�

長
年
の
研
究
業
績
が
�

基
盤
と
な
っ
た
C
O
E
採
択
�

熱
帯
病
と
新
興
感
染
症
を
�

一
緒
に
研
究
�

今
、な
ぜ
新
興
感
染
症
が
�

お
こ
る
の
か
�

■拠点リーダー／青木 克己（熱帯医学研究所 教授）�

Professor Yoshiki Aoki

■サブリーダー／片峰 茂（医歯薬学総合研究科 新興感染症病態制御学専攻 教授）�

熱帯ウィルス実験室。厳重な装備で、危険な病原体を安全に扱っている。�

  Professor Shigeru Katamine

文�

途上国� 先進国�

部
科
学
省
が
、
卓
越
し
た
大
学
の
研
究
機
関
を
選
び
、
重
点
的
に
支
援
す
る
�

「
21
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
。全
国
の
国
公
私
立
大
学
が
し
の
ぎ
を
削
る
中
、長
崎

大
学
で
は
昨
年
度
の
「
放
射
線
医
療
科
学
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
続
い
て
、「
熱
帯
病
・
新

興
感
染
症
の
地
球
規
模
制
御
戦
略
拠
点
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。長
崎
大
学
の
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
と
熱
帯
医
学
研
究
所
が
、力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
《
熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の
地
球

規
模
制
御
戦
略
拠
点
》
。「
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
拠
点
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
い
う
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
青
木
克
己
先
生
に
詳
し
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。�

※
1

※
2

COE（Center of Excellence）
とは、卓越した研究拠点の
こと。「21世紀COEプログラ
ム」は、文部科学省が平成
14年度より開始した新しい
制度で、優れた大学の研究
プロジェクトを選抜し、5年
間にわたり重点的に援助す
るもの。本年度は「医学」、
「社会科学」など5分野を対
象に国公私立計225校の申
請数611件から、56校の133
件を採択。昨年度と合わせ
ると、採択された研究プロジ
ェクトは85校246件となる。�



　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
新
興
感
染
症
が
な
ぜ

お
こ
る
の
か
。た
と
え
ば「
西
ナ
イ
ル
熱
」の
よ

う
に
、も
と
も
と
ア
フ
リ
カ
の
病
気
だ
っ
た
も
の

が
、別
の
地
域
で
お
き
る
と
い
う
の
は
、近
年
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人
の
行
動
の
変
化
と
物
の

移
動
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

げ
て
も
の
を
食
べ
る
と
い
っ
た
特
殊
な
行
動
も

新
興
感
染
症
が
お
こ
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。�

　
そ
れ
か
ら
、日
本
で
は
こ
の
三
十
年
間
に
衛

生
上
の
改
善
が
さ
れ
て
、赤
痢
な
ど
の
よ
う
に

お
こ
ら
な
く
な
っ
た
感
染
症
も
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
最
近
は
ペッ
ト
を
飼
う
人
が
増
え
、そ
う

い
っ
た
動
物
か
ら
感
染
症
を
発
症
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
新
興
感
染
症
の
仲
間
と
し
て
、再
興

感
染
症
と
い
っ
て
、結
核
な
ど
の
よ
う
に
、一
度

は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど
、再
び
猛
威
を
ふ
る
い
出

し
た
感
染
症
も
あ
り
ま
す
。�

��������　
こ
の
よ
う
な
世
界
の
感
染
症
の
現
状
を
受

け
て
、我
々
の
研
究
は
、熱
帯
医
学
研
究
所
と

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科（
新
興
感
染
症
病
態

制
御
学
系
専
攻
）を
中
核
拠
点
と
し
、大
学
附

属
病
院
感
染
症
セ
ン
タ
ー
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ

ム
、タ
イ
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、タ
ン
ザ
ニ
ア
、中
国
な

ど
の
海
外
連
携
病
院
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
基
地
、

W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）な
ど
国
内
外
の
連

携
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
研
究
教
育
拠
点

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。�

　
拠
点
で
は
基
礎
研
究
、製
品
開
発
研
究
、臨

床
介
入
研
究
を
行
う
三
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を

置
き
ま
す
。そ
し
て
各
グ
ル
ー
プ
の
連
携
を
密

接
に
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に

検
討
し
、次
の
課
題
を
提
案・選
択
し
て
い
く「
研

究
情
報
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
新
し
い
体

制
も
組
み
込
ん
で
進
め
て
い
き
ま
す
。�
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国
内
外
の
機
関
と
連
携
し
て
�

拠
点
形
成
�

途上国�途上国� 先進国�先進国�
研  

修�

コ
ー
ス�

研  

修�

コ
ー
ス�

熱帯医学研究所�
新興感染症病態制御学系専攻�

◎病因病態基礎研究�
◎研究情報トランスレーション�
◎製品開発�
◎感染治療予防介入研究�

セントルークス医療センター�
パスツール研究所病院�
チェンマイ大学病院�

マラリア・住血吸虫�
デング熱・コレラ�

プリオン病�
ヘリコバクターピロリ�

西ナイル熱・SARS�
HIV・薬剤耐性菌�

医師交流プログラム�

熱帯病・新興感染症の�
新制御戦略の創出と人材の輩出�

国 際 貢 献 �

人材�
情報・治験�

人材�
情報・治験�

海外連携病院�

熱研内科・第２内科�
小児科�

大学附属病院�
感染症センター�

ベトナム、インドネシア、�
タイ、フィリピン、タンザニア、�

ケニア�

WHO、JICA、タマサート大学、�
ロンドン・リバプール熱帯医学校、�
ハーバード大公衆衛生学部、�
NIH、感染症研究施設４大学�
連絡会議（琉球大、九州大、�

千葉大、長崎大）�

フィールド基地� 連携協力機関�

新�興�感�染�症�熱�帯�病�

■ 最も重要視する事項 3つの双方向性研究（臨床ー基礎／フィールドーラボ／途上国ー先進国）�

※
1〔
S
A
R
S
〕新
型
肺
炎
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群
」
の
こ
と
。
昨
年
、爆
発
的
な
感
染
拡
大
で
世
界
を
震

撼
さ
せ
た
。�

※
2〔
三
人
の
メ
ン
バ
ー
〕熱
帯
医
学
研
究
所
の
森
田
公

一
教
授
、大
石
和
徳
助
教
授
、渡
邊
浩
講
師
。こ
の
三
人

が
W
H
O
の
S
A
R
S
専
門
家
チ
ー
ム
に
参
加
。
ラ
オ

ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、中
国
で
S
A
R
S
対
策
に
貢
献
し
た
。
�

さまざまな熱帯病の病原体を媒
介する蚊の仲間。シナハマダラ
カはマラリア、コガタアカイエカ
は日本脳炎ウイルスを媒介する
蚊として知られる。（熱帯感染
症研究センター資料室）�

マラリアやクルズトリパノソーマ症などの
熱帯病の原因の原虫を培養している。�



������������　
研
究
の
大
き
な
特
徴
は
、「
基
礎
と
臨
床
」、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
と
実
験
室
」、「
途
上
国
と
先
進
国
」

と
い
う
三
つ
の
双
方
向
性
で
研
究
が
展
開
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。�

　「
基
礎
と
臨
床
」の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
は
と
て

も
重
要
で
す
。た
と
え
ば
、薬
を
開
発
す
る
場

合
、基
礎
研
究
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
薬
が
実

際
に
使
用
さ
れ
る
に
は
、臨
床
の
先
生
の
協
力

が
不
可
欠
な
の
で
す
。�

　「
フ
ィ
ー
ル
ド
と
実
験
室
」が
う
ま
く
連
携
す

れ
ば
、戦
略
や
新
し
い
ツ
ー
ル
が
生
ま
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。た
と
え
ば
熱
帯
病
の
調
査
・
研
究

を
し
て
い
る
と
、こ
う
い
う
ツ
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ア
イ
デ
ア

を
生
か
し
て
技
術
や
知
識
を
持
つ
実
験
室
で
新

し
い
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能

で
す
。�

������������　
こ
の
研
究
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、長
崎
大

学
が
熱
帯
病
・
新
興
感
染
症
の「
戦
略
拠
点
」

を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。マ
ラ
リ
ア
を
例
に

あ
げ
て
み
ま
す
。現
在
、我
々
は
マ
ラ
リ
ア
に
対

し
て
、治
療
薬
を
有
し
、蚊
を
退
治
す
る
方
法

や
、蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
殺
虫
剤
を
染
み
込

ま
せ
た
蚊
帳
を
使
う
な
ど
、い
く
つ
か
の
対
策

法
を
持
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、マ
ラ
リ
ア
は
依
然
と
し
て
な
く
な
ら

な
い
。そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、ツ
ー
ル
の
使
い

方
が
悪
い
。そ
こ
に
は
お
そ
ら
く
戦
略
が
な
い
の

で
す
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ツ
ー
ル
に
は
、弱
点
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
蚊
帳
は
暑
苦
し
い
な
ど
と
い
っ
た
欠

点
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
見
極
め
、一
方
、ワ
ク
チ

ン
な
ど
新
し
い
ツ
ー
ル
も
開
発
し
て
、種
々
の
ツ
ー

ル
の
効
果
的
な
組
み
合
わ
せ
方
を
考
え
、総
合

的
な
戦
略
を
つ
く
り
上
げ
る
。こ
れ
が
我
々
の

研
究
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
開
発
途
上
国
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、ト
ラ
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル・ヒ
ー
ラ
ー（traditional healer

／
呪

医
）が
い
て
、そ
の
人
の
い
う
こ
と
な
ら
現
地
の

人
た
ち
は
よ
く
聞
く
わ
け
で
す
。我
々
は
以
前

か
ら
、こ
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル・ヒ
ー
ラ
ー
に
感
染

症
の
知
識
を
与
え
、そ
の
人
を
通
し
て
対
策
を

行
っ
た
方
が
よ
り
効
果
的
な
の
で
は
な
い
か
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
実
現
に
は
い
た
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、流
行
地
の
現
状
を
知
ら
ず
、先

端
科
学
の
知
識
の
も
と
で
研
究
し
て
い
る
方
々

に
と
っ
て
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。�

���　
こ
の
研
究
拠
点
で
は
今
、国
際
的
に
不
足
し

て
い
る
感
染
症
の
専
門
家（
臨
床
家
や
疫
学
者

を
含
む
）を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
設
置
さ
れ
ま
す
。�

 
現
在
、本
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所
に
は
熱
帯

医
学
研
修
コ
ー
ス
と
い
う
三
ヶ
月
の
短
期
間
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
が
、日
本
に
は
熱
帯
地
に
特
有

な
病
気
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
本
格
的
に

受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。希
望
者

は
イ
ギ
リ
ス
や
タ
イ
な
ど
へ
出
か
け
て
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。そ
こ
で
長
崎
大
学
は
、本
格
的

に
熱
帯
医
学
を
学
べ
る「
熱
帯
医
学
修
士
課

程（
二
年
）」を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
実
現
す
る
と
日
本
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

可
能
に
な
り
ま
す
。�

　「
感
染
症
は
国
際
協
力
に
よ
る
制
圧
が
必
要
」

と
い
わ
れ
る
今
、我
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の
点

で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。感
染
症
対
策
は
、

地
球
規
模
で
人
々
の
経
済
や
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
け
に
、我
々
の

研
究
拠
点
は
、日
本
に
お
け
る
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー

ス（
起
動
力
）と
な
り
、今
後
、世
界
の
注
目
を

浴
び
て
い
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。�
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�

感
染
症
の
専
門
家
を
育
て
る
�

拠
点
と
し
て
�

三
つ
の
双
方
向
性
で
研
究
を
展
開
�

感
染
症
対
策
に
お
け
る
戦
略
の
重
要
性
�

ケニアにある熱帯病の研究室で、村人たちの検尿の準
備をする職員たち。�

タイの病院で、重症マラリア患者の臨床実習をしている
日本の学生たち。�

マラリア患者の血液検査で見つかったマラリア原虫。（矢印のリング状のもの）�

熱帯病・住血吸虫症の蔓延地における尿検査。この地域では、ほ
とんどの子供たちが感染して血尿を出している。（ケニア）�

現地の人々にとって洗濯や憩いの場である川。しかし熱帯病・住
血吸虫症の病原体を媒介する貝が生息している。（ケニア）�



肺炎球菌性肺炎で入院した患者（男性）の胸部
X線写真。右肺（写真左下部分）に肺炎が認めら
れる。一般に肺炎球菌性肺炎には、ペニシリンを
用いる場合が多いが、現在ではペニシリンなどの
耐性菌が増えている。�

よく
わか
る�

感染
症�

基礎
講座
�
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�

上記患者の肺の組織の一部を染色したら、肺炎
の原因菌の双球菌が青く染まって観察される。
（1,000倍）�
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身
近
な
感
染
症
、「
風
邪
」�

　
病
気
の
原
因
と
な
る
微
生
物
が
人
に
侵
入
し
て

増
殖
し
、発
熱
や
下
痢
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
す
こ
と
を
感
染
症
と
い
い
ま
す
。
そ
の

微
生
物
は
小
さ
い
順
か
ら
ウ
イ
ル
ス
、細
菌
、真
菌

（
カ
ビ
）、原
虫
、寄
生
虫
な
ど
。
感
染
後
の
症
状
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。�

　
も
っ
と
も
身
近
な
感
染
症
と
い
え
ば
「
風
邪
」で

す
ね
。症
状
が
軽
い
も
の
か
ら
重
い
も
の
ま
で
多
種

多
様
で
す
が
、中
で
も
冬
場
に
流
行
す
る
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
は
、発
熱
や
筋
肉
痛
な
ど
全
身
症
状
が

強
く
、ひ
ど
い
場
合
に
は
肺
炎
を
起
こ
し
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、世
界

の
人
口
の
三
分
の
一
が
罹
っ
た
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」

（
一
九
一
八
）が
有
名
で
す
が
、そ
の
後
も
数
十
年

に
一
回
、大
流
行
が
起
き
て
い
ま
す
。�

 
 
新
し
い
感
染
症
と
再
び
現
れ
た
感
染
症
�

　
H
I
V
や
、S
A
R
S
な
ど
、新
し
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
「
新
興
感
染
症
」
と
い
い
ま

す
。い
ず
れ
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
ご
承
知
の
よ
う
に

社
会
に
非
常
に
大
き
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い

ま
す
。�

　
ま
た「
再
興
感
染
症
」
と
は
、過
去
に
問
題
と
な
っ

た
コ
レ
ラ
や
結
核
な
ど
が
再
び
公
衆
衛
生
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
感
染
症
で
す
。さ
ら
に
熱
帯
病
で

知
ら
れ
る
マ
ラ
リ
ア
な
ど
も
、今
も
多
く
の
感
染
者

を
出
し
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し

て
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、病
原
微
生
物
が
人
や

物
を
通
じ
て
世
界
各
地
に
広
が
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
こ
と
。ま
た
、抵
抗
力
が
弱
い
高
齢
者
が
増
え
、

も
と
も
と
身
体
に
持
っ
て
い
た
結
核
菌
が
再
燃
す

る
ケ
ー
ス
、医
学
の
進
歩
で
多
く
の
難
病
の
患
者
さ

ん
が
助
か
る
一
方
で
、抵
抗
力
が
弱
い
た
め
に
弱
毒

の
微
生
物
に
対
し
て
病
気
を
起
こ
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
フ
ァ
ク
タ
ー
が
考
え
ら

れ
ま
す
。�

　
　
感
染
症
の
病
原
菌
は
進
化
す
る
！？
�

　
あ
る
病
原
菌
に
対
し
て
効
き
目
が
あ
っ
た
薬
剤

が
、効
か
な
く
な
る
と
い
う
場
合
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
さ
ら
に
効
く
薬
を
つ
く
る
と
い
う
、い
わ
ゆ

る「
い
た
ち
ご
っ
こ
」
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。今
後
、

感
染
症
の
研
究
は
、人
、病
原
微
生
物
、薬
剤
、こ
の

三
つ
の
関
連
を
考
え
、上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
感
染
症
の
伝
播
ル
ー
ト
と
予
防
法
�

　
感
染
症
は
、主
に
三
つ
の
伝
播
ル
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
結
核
の
よ
う
に
空
気
中
に
浮
遊
し
た
菌
が
侵

入
す
る
「
空
気
感
染
」
。
そ
し
て
病
原
菌
が
咳
、ク

シ
ャ
ミ
や
会
話
を
通
し
て
感
染
す
る「
飛
ま
つ
感
染
」
。

「
風
邪
」
は
主
に
こ
れ
で
伝
播
し
ま
す
。三
つ
目
が

微
生
物
の
つ
い
た
も
の
に
直
接
触
れ
て
感
染
す
る

「
接
触
感
染
」で
す
。�

　
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
か
ら
や
っ
て
く
る
感
染
症
の

予
防
の
基
本
は
、や
は
り
手
洗
い
や
う
が
い
で
す
。

そ
し
て
咳
が
出
て
れ
ば
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
も
大

切
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
し
て
は
ワ
ク
チ
ン
を
う

ち
、流
行
し
て
い
る
時
は
マ
ス
ク
を
し
、人
混
み
を

避
け
る
。
抵
抗
力
が
弱
ま
ら
な
い
よ
う
栄
養
を
と

り
、休
養
す
る
な
ど
が
有
効
で
す
。こ
れ
ら
の
予
防

法
は
、ち
ゃ
ん
と
効
果
が
あ
る
こ
と
が
統
計
で
わ
か
っ

て
い
ま
す
か
ら
、ぜ
ひ
実
行
し
て
下
さ
い
。�

　
　
気
に
な
る
S
A
R
S
対
策
�

　
外
国
か
ら
帰
っ
て
来
て
体
調
が
悪
く
、「
も
し
や

S
A
R
S
で
は
？
」
と
心
配
な
方
は
、ま
ず
保
健
所

に
電
話
を
し
て
下
さ
い
。
そ
こ
で
、ま
ず
診
察
す
る

場
所
ま
で
の
ル
ー
ト
や
注
意
点
な
ど
が
伝
え
ら
れ
、

万
が
一
に
備
え
て
感
染
が
広
が
ら
な
い
手
段
が
と

ら
れ
ま
す
。こ
う
い
っ
た
S
A
R
S
対
策
の
正
し
い

情
報
を
市
民
の
皆
様
が
前
も
っ
て
き
ち
ん
と
把
握

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。�

1

SARSやインフルエンザなど、巷でも話題の「感染症」。�

そこで今回、COEに採択された研究メンバーの河野先生に、�

「感染症」ついて、やさしく解説していただきました。�

Professor Shigeru Kohno
河野 茂 教授�



　「
あ
、丸
ち
ゃ
ん
。久
し
ぶ
り
ー
。先
生
に
な
ら

な
か
っ
た
ん
だ
ね
」。あ
る
水
泳
大
会
の
取
材
で

す
ら
り
と
背
の
高
い
中
学
生
の
女
子
選
手
に
話

し
掛
け
ら
れ
た
。教
育
学
部
四
年
の
時
に
教
育

実
習
で
行
っ
た
ク
ラ
ス
の
女
の
子
だ
っ
た
。「
わ
ぁ
、

大
き
く
な
っ
て
。水
泳
、頑
張
っ
て
る
ね
」。懐
か

し
さ
、う
れ
し
さ
と
と
も
に
、「
先
生
に
な
ら
な

か
っ
た
ん
だ
」と
い
う
生
徒
の
言
葉
に
対
す
る
後

ろ
め
た
さ
が
よ
ぎ
っ
た
。�

　
大
学
入
学
当
時
か
ら
志
望
は
マ
ス
コ

ミ
だ
っ
た
。そ
れ
で
も
、実
習
中
に
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
う
ち
、教
師
と
い

う
選
択
肢
が
頭
を
も
た
げ
た
の
は
事

実
。「
必
ず
先
生
に
な
っ
て
ね
と
接
し

て
く
れ
た
子
だ
っ
た
か
ら
、裏
切
ら
れ

た
と
い
う
気
持
ち
だ
ろ
う
な
」と
思
っ

て
い
る
と
、「
取
材
大
変
な
ん
で
し
ょ
。

お
仕
事
頑
張
っ
て
ね
」と
逆
に
励
ま
さ

れ
、彼
女
は
元
気
に
手
を
振
っ
て
去
っ

て
い
っ
た
。当
時
と
変
わ
ら
ず
ま
っ
す

ぐ
な
彼
女
の
何
気
な
い
一
言
が
う
れ

し
か
っ
た
。こ
の
よ
う
な
思
い
が
け
な
い

出
会
い
。記
者
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
感

じ
る
瞬
間
だ
。�

　
入
社
以
来
、ス
ポ
ー
ツ
を
取
材
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。中
学
時
代
は
無

名
だ
っ
た
選
手
が
高
校
で
は
全
国
レ
ベ

ル
の
選
手
に
な
っ
た
り
、挫
折
を
乗
り

越
え
て
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
り
す
る
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
て
き
た
。監
督
の
信
念
が
選
手
の

心
を
動
か
し
、選
手
は
周
り
で
支
え
て
く
れ
る

人
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
ひ
た
む
き
に
全
力
を

尽
く
し
、そ
の
姿
が
会
場
を
揺
る
が
す
大
歓
声

を
呼
び
起
こ
す
。ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、県
内
に

は
そ
ん
な
パ
ワ
ー
を
持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
く
て
、こ
の
仕

事
を
続
け
て
い
る
。�

　
私
は
社
会
に
出
る
ま
で
、偏
差
値
主
義
の
受

験
勉
強
に
何
の
疑
問
も
持
た
ず
、だ
れ
に
も
逆

ら
わ
ず
、周
り
の
言
う
と
お
り
に
し
て
お
け
ば
い

い
と
い
う
タ
イ
プ
だ
っ
た
。だ
か
ら
、信
念
を
持
ち

ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
で
い
る
選
手
や
監
督
が

う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
、尊
敬
し
て
い
る
。一
方

で
、学
生
時
代
に
、こ
れ
と
言
っ
て
何
に
挑
戦
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
自
分
に「
も
っ
た
い
な
い
こ

と
し
た
ね
」と
申
し
訳
な
く
も
思
っ
て
し
ま
う
の

だ
。�

　
あ
る
大
学
の
先
生
が
、た
く
さ
ん
の
出
会
い
が

あ
る
大
学
時
代
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
、

自
分
に
何
が
向
い
て
い
る
か
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
話
さ
れ
て
い
た
。私
は
仕
事
で
多
く
の
人
と

接
し
な
が
ら
、人
と
の
出
会
い
に
無
駄
な
も
の
は

何
一
つ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
、悩
み
な
が
ら
で
も
色
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
し
、私
も
新
た
な
出
会
い
や
再
会
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。今
は
大
学
生
か
も
し

れ
な
い
プ
ー
ル
で
出
会
っ
た
彼
女
の
笑
顔
を
思
い

出
し
、そ
う
強
く
感
じ
た
。�
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丸田 理恵（まるた りえ）�
1973年、長崎市生まれ。長崎大学
教育学部卒業後、長崎新聞社に
入社。編集局運動部、報道部を経
て、同社佐世保支社へ異動。現在、
主にスポーツ、警察、教育分野担
当の記者として活躍中。�

R I E  M A R U T A

新
聞
記
者
と
し
て
、多
く
の
出
会
い
か
ら
学
ん
だ
こ
と
。�

新
聞
記
者
と
し
て
、多
く
の
出
会
い
か
ら
学
ん
だ
こ
と
。�

学
生 時

代 を 謳 歌 す る なら や っ ぱ り サ ー ク
ル で

し
ょ

。

長崎新聞社  佐世保支社　記者・丸田理恵�



サッカーは意思の疎
通が大切。ワンツー
パスが気持よくつな
がった時は、ホントに
うれしい。�

明るく元気なメンバーたち。一人ひとりが自
分の個性を活かして、のびのびとプレーして
いるのが印象的。�

▼
��

▼
�

�

▼
�

�

▲�
�

安定したプレーでチームをひっぱる城キャプテン。�

■ 

サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
の
時
代
に
誕
生
�

　
J
リ
ー
グ
の
ス
タ
ー
ト
で
、日
本
中
が
サ
ッ
カ
ー

の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
九
〇
年
代
は
じ
め
、

長
崎
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

最
初
は
同
好
会
で
し
た
が
、ま
も
な
く
サ
ー
ク
ル

に
昇
格
。現
在
、十
八
名
の
メ
ン
バ
ー
が
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。「
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
、九

州
の
大
学
で
は
わ
ず
か
四
大
学
し
か
な
く
、毎

年
秋
に
行
わ
れ
る〈
九
州
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
〉で
は
、こ
の
四
大
学
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
る
ん
で
す
」と
キ
ャ
プ
テ
ン
の
城
大

空
さ
ん（
医
学
部
三
年
）。少
数
で
す
が
、ど

の
チ
ー
ム
も
栄
光
を
勝
ち
取
ろ
う
と
必
死
。こ

の
大
会
で
長
崎
大
学
は
三
年
連
続
準
優
勝
を

し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
ト
ッ
プ
は
福
岡
大
学
。

な
か
な
か
の
強
豪
だ
そ
う
で
す
。�

■ 

初
心
者
だ
っ
て
、や
れ
ば
で
き
る
！�

　
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
は
通
常
、前
半
・
後
半
各
四

十
五
分
、ハ
ー
フ
タ
イ
ム
十
五
分
で
す
が
、女
子

サ
ッ
カ
ー
の
場
合
、前
半
・
後
半
各
三
十
分（
ま
た

は
三
十
五
分
）で
、ハ
ー
フ
タ
イ
ム
十
分
。試
合
時

間
が
少
々
短
い
以
外
は
、ル
ー
ル
は
男
子
と
同
じ

で
す
。「
一
時
間
走
り
続
け
る
の
で
、か
な
り
ス

タ
ミ
ナ
が
必
要
。長
距
離
走
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
っ
か
り
練
習
メ
ニュ
ー
に
組
み
入
れ
て
体

力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
」。�

　
城
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、小
・
中
・
高
校
と
近
所
に
あ

っ
た
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
活
躍
し

た
ベ
テ
ラ
ン
選
�

手
。「
私
は
経

験
者
で
し
た
が
、

他
の
メ
ン
バ
ー

は
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
は

じ
め
た
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

最
初
の
頃
は
、

や
は
り
女
の
子
な
の
で
ボ
ー
ル
や
人
と
接

触
す
る
よ
う
な
激
し
い
プ
レ
ー
を
怖
が
っ

て
し
ま
う
の
で
す
が
、そ
れ
を
乗
り
越
え

る
と
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
試
合
で

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」。�

■ 

サ
ッ
カ
ー
は
楽
し
ま
な
く
っ
ち
ゃ
ね�

　
試
合
中
は
、苦
し
い
時
ほ
ど
声
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
元
気
づ
け
る
。そ
う
し
て
精
神
力
が

体
力
の
消
耗
を
カ
バ
ー
す
る
瞬
間
、チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
底
力
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。�

　
こ
の
三
月
に
は
社
会
人
チ
ー
ム
も
参
加
す
る

「
九
州
オ
ー
ル
レ
デ
ィ
ー
サ
ッ
カ
ー
県
予
選
」が
控

え
て
い
ま
す
。「
こ
れ
に
優
勝
し
て
九
州
大
会
に

出
場
す
る
の
が
今
の
目
標
で
す
」。�

　
部
の
モ
ッ
ト
ー
は「
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
を
し
よ

う
」と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、ハ
ー
ド
な
練
習
中
も
メ

ン
バ
ー
の
表
情
は
ど
こ
か
楽
し
そ
う
。ボ
ー
ル
を

蹴
っ
て
走
る
と
い
う
、シ
ン
プ
ル
で
の
び
の
び
と
し

た
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
、全
員
ぞ
っ
こ
ん
の
よ
う
で
す
。�

�

学
生 時

代 を 謳 歌 す る なら や っ ぱ り サ ー ク
ル で

し
ょ

。

学
生 時

代 を 謳 歌 す る なら や っ ぱ り サ ー ク
ル で

し
ょ

。

毎年、年度末に制作している部誌
「KICK OFF」。メンバーたちのサッ
カーへの思いから恋の悩みまで女
の子ならでは青春が綴られている。�

C
女子サッカー部�

■監督：原　　■コーチ：拝崎　■マネージャー：植田�

DF

FW

MF

GK

勝
ち
に
も
こ
だ
わ
る
が
、�

大
切
な
の
は
サ
ッ
カ
ー
を�

楽
し
む
こ
と
。�
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島田�兼田�久保山� 城� 広瀬�牧田�

中西�内薗�金子�松本�

城� 高橋�田中�嶋田�堀之内�三浦�

山城�



��　
長
崎
大
学
が
、放
射
線
生
命
科
学
お
よ
び
放

射
線
被
爆
者
医
療
の
国
内
に
お
け
る
中
枢
研

究
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、昨
年
、文
部
科
学
省

が
優
れ
た
大
学
の
研
究
機
関
を
選
抜
す
る

C
O
E（C

enter of Excellence

）に
選
ば
れ

た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。こ
の
C
O
E
は
、

長
崎
大
学
を
拠
点
と
す
る「
放
射
線
医
療
科

学
国
際
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」の
構
築
お
よ
び
若
手

放
射
線
科
学
研
究
者
の
育
成
を
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。
去
る
二
月
に
は
、第
一
回

C
O
E
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
医
学
部
の
ポ
ン
ペ

会
館
に
て
開
催
さ
れ
、私
は
そ
こ
で
口
頭
発
表

の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
際
の
国
外

研
究
者
と
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
菓
子
野

元
郎
C
O
E
研
究
員
と
私
（
博
士
後
期
課
程

三
年
）
の
二
名
は
、そ
れ
ぞ
れ
五
月
か
ら
十
一

ヶ
月
間
、
四
月
か
ら
半
年
間
に
わ
た
る
英
国

グ
レ
イ
癌
研
究
所（
G
C
I : G

ray C
ancer 

Institute

）へ
の
留
学
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
�

���　
G
C
I
は
、一
九
五
七
年
に
グ
レ
イ
博
士（
放

射
線
吸
収
線
量
の
単
位
G
y﹇
グ

レ
イ
﹈は
、博
士
の
名
前
に
ち
な
ん

だ
も
の
！
）に
よ
り
、マ
ウ
ン
ト
バ
ー

ノ
ン
病
院
の
敷
地
の
一
角
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
。ロ
ン
ド
ン
中
心
部

か
ら
北
西
に
二
十
五
km
離
れ
た

閑
静
な
場
所
に
あ
り
、研
究
所
の

周
辺
は
、緑
が
豊
富
で
ウ
サ
ギ
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。地

下
一
階
、地
上
二
階
の
レ
ン

ガ
造
り
の
本
棟
に
は
、六
研

究
室
に
百
名
い
ま
す
。生

物
系
、医
学
系
、物
理
系
、

化
学
系
、工
学
系
の
出
身
者
が
協
力
し
あ
い
集

学
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、十

カ
国
以
上
か
ら
の
出
身
者
が
い
て
、国
際
色
が

豊
か
で
す
。私
た
ち
は
、マ
イ
ケ
ル
ベ
リ
ー
教
授
の

分
子
細
胞
生
物
物
理
学
研
究
室（
以
下
、マ
イ

ケ
ル
研
）に
所
属
し
て
い
ま
す
。�

�

��　
マ
イ
ケ
ル
研
の
最
大
の
特
徴

は
、五
〇
〇
nm（
一
mm
の
二
千

分
の
一
）の
精
度
で
照
射
で
き

る
X
線
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ム
装
置

が
あ
る
こ
と
で
す
。こ
の
装
置
は
、

一
つ
の
細
胞
内
の
細
胞
質
と

核
を
別
々
に
照
射
し
た
り
、さ

グレイ癌研究所のある街は、豊かな緑に包まれた
美しいところ。�
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Brazil

南
米
大
陸
の
広
大
な
土
地
に�

息
づ
く
、多
民
族
国
家
。�

【ブラジル編】�

Nakano
Christiane Maira

中野・クリスチアーネ・マイラさん（24才）�
経済学部 研究生�

�

留
学
の
き
っ
か
け
は
�

C
O
E
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
�

世
界
各
国
か
ら
研
究
者
が
集
ま
る
�

グ
レ
イ
癌
研
究
所
�

「
X
線
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ム
�

装
置
」
の
実
験
に
没
頭
！
�

長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
�

放
射
線
生
物
学
研
究
室
�

濱
田 

信
行�
�

英
国
・
グ
レ
イ
�

　
　
 

癌
研
究
所
か
ら
�

〜
放
射
線
生
物
学
研
究
に
お
け
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
所
〜
�

～世界が学び場～�
study abroad

留�学�体�験�記�

細胞培養室。ちなみにCO2インキュベータ（細胞を培養する装置）
は日本製。日本でいうピペットマン（少量の液体をとるための器具）
は、こちらでは、ピペットボーイです。�

http://www.gci.ac.uk【グレイ癌研究所のURL】�

　
美
し
い
黒
髪
と
黒
い
瞳
の
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ

さ
ん
は
日
系
三
世
。
祖
父
母
の
時
代
に
日
本
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
り
、現
在
、一
家
は
サ
ン
・
パ
ウ

ロ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。「
私
の
家
も
そ
う
で
す

が
、ブ
ラ
ジ
ル
で
は
祖
父
母
、両
親
、子
供
た
ち

が
一
緒
に
生
活
す
る
の
が
普
通
」
。
核
家
族
が

多
い
日
本
と
の
大
き
な
違
い
の
ひ
と
つ
で
す
。�

　
南
米
大
陸
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
広
大
な

国
土
で
、人
口
約
一
億
六
、九
五
四
万
人
。し
か

し
ひ
と
口
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
っ
て
も
、「
北
部
の

ア
マ
ゾ
ン
川
が
流
れ
る
地
帯
で
は
、先
住
民
の
イ

ン
デ
ィ
オ
の
部
族
が
今
も
電
気
や
車
の
な
い
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
北
東
部
は
黒
人
文
化
が

強
く
、サ
ン
・パ
ウ
ロ
が
あ
る
東
南
部
で
は
、私
の

よ
う
な
日
系
人
や
イ
タ
リ
ア
人
、ス
ペ
イ
ン
人
が

多
い
。
そ
し
て
南
部
は
ド
イ
ツ
人
を
中
心
と
し



ら
に
は
、一
つ
の
核
内
に
数
カ
所
照
射
す
る
こ

と
も
可
能
で
、現
在
、世
界
中
か
ら
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。低
線
量
放
射
線
は
、免
疫
や
遺

伝
子
損
傷
修
復
機
構
を
活
性
化
し
た
り
、細

胞
増
殖
を
促
進
す
る
と
い
っ
た
、高
線
量
放
射

線
と
は
む
し
ろ
逆
の
生
物
効
果
を
誘
導
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
最
近
、放
射
線

の
生
物
効
果
は
、実
際
に
被
曝
し
た
細
胞
だ
け

で
は
な
く
、そ
の
周
囲
の
細
胞
や
子
孫
細
胞
に

ま
で
影
響
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、こ
れ
ら
の
誘
導
機
序
は
あ
ま
り
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
の
機
序
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、放
射
線
の
リ
ス
ク
評
価（
ど

の
程
度
の
レ
ベ
ル
の
放
射
線
ま
で
リ
ス
ク
が
あ
る

の
か
）に
も
重
要
で
、そ
の
た
め
に
、マ
イ
ク
ロ
ビ
ー

ム
装
置
は
極
め
て
有
効
な
ツ
ー
ル
で
す
。現
在
、

私
た
ち
は
、こ
の
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ム
装
置
を
用
い

た
実
験
に
没
頭
し
て
い
ま
す
。長
崎
大
学
に
近

日
中
に
、X
線
マ
イ
ク
ロ
ビ
ー
ム
を
導
入
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。ま
す
ま
す
長
崎
大
学
の
放

射
線
科
学
研
究
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。�

���　
英
国
の
夏
は
圧
倒
的
に
涼
し
く
、

暑
く
感
じ
た
の
は
半
月
間
ほ
ど
の

日
中
の
み
で
、八
月
末
に
は
半
袖

で
は
鳥
肌
が
た
つ
ほ
ど
で
し
た
。

夏
至
付
近
に
は
、二
十
二
時
を
過

ぎ
て
も
外
が
明
る
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。ま
た
日
本
人
大
学
院
生

は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
実

験
に
時
間
を
費
や
す
の
が
一
般

的
だ
と
思
い
ま
す
が
、少
な
く
と

も
グ
レ
イ
癌
研
究
所
で
は
、平
日

九
時
〜
十
七
時
以
外
に
実
験
を
し
て
い
る
人
を

ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。�

�　
そ
れ
で
は
、最
後
に
、留
学
の
機
会
を
い
た
だ

い
た
渡
邉
正
己
教
授
と
マ
イ
ケ
ル
ベ
リ
ー
教
授
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�
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勤
務
は
九
時
〜
十
七
時
�

残
業
は
し
な
い
の
が
英
国
流
！？
�

会議室にて。生物系と物理系の研究者が半々で、現在、６ヵ
国の出身者がいます。�

X線マイクロビーム照射装置。多くの研究者や学生が見学に
訪れます。�

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
移
民
が
多
い
で
す
ね
」
。
自
然

環
境
も
地
域
ご
と
に
違
い
、民
族
と
そ
の
文
化

は
多
種
多
様
で
す
。�

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
言
語
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
す
が
、

私
の
家
で
は
、〈
い
た
だ
き
ま
す
〉と
か
、〈
た
だ

い
ま
〉と
い
っ
た
簡
単
な
日
本
語
を
使
っ
て
る
ん

で
す
よ
」
。
祖
父
母
の
影
響
で
、ず
っ
と
日
本
に

憧
れ
を
抱
い
て
い
た
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
さ
ん
。ブ

ラ
ジ
ル
の
大
学
で
法
律
を
学
ん
だ
後
、日
本
の

経
済
の
勉
強
を
し
た
く
て
昨
年
、来
日
し
ま
し

た
。「
日
本
語
の
日
常
会
話
は
何
と
か
な
っ
て
も
、

専
門
用
語
が
出
る
講
義
は
ま
だ
難
し
い
」
。�

　
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ネ
さ
ん
が
お
す
す
め
の
ブ
ラ

ジ
ル
料
理
は「
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
と
い
う
ウ
ズ
ラ�

マ
メ
と
牛
肉
を
煮
込
ん
だ
料
理
。
ご
は
ん
に
か

け
て
食
べ
ま
す
」
。�

　
大
好
き
な
日
本
で
す
が
、気
に
な
る
の
は
お

辞
儀
。こ
の
挨
拶
の
仕
方
は
相
手
を
遠
く
に
感

じ
る
の
で
、握
手
や
、顔
に
キ
ス
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

式
の
方
が
好
き
だ
そ
う
で
す
。�

グレイ癌研究所入り口での分子細胞生物物理研究室の集合写真。 （左から６番目：筆者、９番目：マイケル教授、右から5番目：菓子野COE研究員）�



http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/univj/
◎ 幕末・明治期 日本古写真コレクション�

古町橋と光永寺�【FURUMACHI BRIDGE and KOUEI TEMPLE】�
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世界に誇る、�
珠玉のコレクション�
　写真技術は日本が開国

する前後に長崎で確立し、

日本全国に伝わりました。

当時、日本の写真術の開

祖と称される上野彦馬らが

活躍。膨大な数の長崎の

写真が残されており、長崎

は写真史においても重要な

場所といえます。�

　長崎大学が所蔵する「幕

末・明治期 日本古写真コ

レクション」の内容は、主に

外国人居留地である長崎・

横浜を中心に、東京、京都、

大阪、神戸やその他の観

光地の風景・風俗・人物な

どを撮影したものです。その

多くは当時の職業絵師に

より彩色されています。総

点数は約6,000点（2003

年３月末日現在）。近代日

本の生い立ちを研究する貴

重な資料として、我が国有

数のコレクションになってい

ます。�

　このコーナーでは長崎大

学が所蔵するコレクションを

基にそれにまつわるエピソー

ド等を交えながら紹介して

いきます。�

撮影者は不明だが、この一枚には優れたセンスが感じられる。憶測すれば、中島川の上流河畔の新大工
町に明治15年ごろ新築した上野彦馬のスタジオがあり、このあたりの風景は常時撮影現場だった。可能
性としてその関係者を想定してもよいだろう。光永寺の敷地は広大で、下流に架かる「一覧橋」との間を占
めている。�

美しい構図で甦る古町橋�

■寛政８年（１７９６）刊、富嶋屋版「長崎図」より�
写真は、本カジヤマチ側の河畔のやや上流で、西南方
向にカメラをセットして、１５～２０メートル上方から古町
橋と光永寺を撮影している。現在の中島川の上流左
岸にある「いずや弁当」あるいは「京華園」の３階あた
りの高さから撮ったと推定できる。�

■古町橋と光永寺　所蔵：長崎大学附属図書館 ［サイズ縦20.2ｃｍ×横26.1ｃｍ］（モノクロに彩色）�

視
線
を
引
き
込
む
、
優
れ
た
構
図�

古
い
欄
干
に
、
幾
度
の
架
設
の
痕
跡�

古
写
真
に
残
さ
れ
た
「
古
町
橋
」
の
原
型�
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む
ら
う
じ
の
�
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は
め
う
れ
う
た
つ
�

　
こ
の
写
真
は
中
島
川
中
流
域
の
風
景
で
、
手
前
の
石
橋

は
す
で
に
失
わ
れ
て
久
し
い
昔
の
「
古
町
橋
」、
後
方
は
向

陽
山
光
永
寺
（
長
崎
市
桶
屋
町
三
十
三
〜
古
町
二
十
七
番

地
）
で
あ
る
。
橋
の
た
も
と
に
ガ
ス
灯
が
あ
り
、
明
治
中
期

の
撮
影
と
考
え
ら
れ
る
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）、
長
崎

遊
学
の
福
沢
諭
吉
は
こ
こ
を
宿
所
と
し
た
。�

　
左
下
か
ら
右
奥
へ
橋
を
渡
る
よ
う
に
視
線
の
向
か
う
と

こ
ろ
に
光
永
寺
本
堂
の
大
屋
根
、
右
下
隅
か
ら
左
上
方
に

ゆ
る
や
か
な
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
光
永
寺
の
白
壁
が
奥
行
き

を
深
め
て
い
る
。
橋
の
上
に
は
二
台
の
人
力
車
と
車
夫
、
川

岸
に
も
人
影
が
見
え
る
。
Ｘ
に
交
錯
す
る
よ
う
に
遠
近
を

際
だ
た
せ
、
右
の
奥
に
焦
点
を
結
び
、
そ
こ
か
ら
ヘ
ア
ピ
ン
の

よ
う
に
折
れ
て
左
奥
へ
視
線
を
引
き
込
む
よ
う
に
工
夫
さ

れ
た
構
図
で
あ
る
。�

　『
長
崎
名
勝
図
絵
』
に
は
、
中
島
川
に
架
か
る
第
一
橋

を
一
ノ
瀬
川
の
阿
弥
陀
橋
と
し
て
、
西
浜
町
の
大
橋
ま
で

十
五
橋
を
数
え
る
。
そ
の
第
五
橋
と
し
て
こ
の
橋
を
あ
げ

「
古
町
に
あ
り
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
十
二
月
河
村
氏

母
妙
了
建
」
と
記
す
。
河
村
甚
右
衛
門
の
母
で
あ
る
妙
了

と
い
う
婦
人
が
こ
の
石
橋
を
架
設
し
た
の
だ
と
い
う
。
寄
進

の
理
由
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。�

��　
古
町
側
の
欄
干
の
た
も
と
に
古
い
石
橋
の
角
柱
型
欄
干

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。「
元
禄
十
丁
丑
暦
／
十
二
月
下
旬

成
就
畢
／
施
主
妙
了
」
と
あ
り
、
そ
の
右
横
に
は
小
振
り

な
角
柱
型
欄
干
の
石
柱
が
並
ん
で
い
る
。
す
で
に
剥
落
し
て

判
読
は
困
難
だ
が
、「
延
享
三
年
丙
寅
古
町
中
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
文
字
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
享
保
六

年
（
一
七
二
一
）
洪
水
で
流
失
し
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

に
か
け
て
再
三
架
設
さ
れ
て
き
た
痕
跡
で
あ
る
。�

　
渡
辺
庫
輔
著
『
昭
和
版
長
崎
土
産
』（
昭
和
八
年
九
月

刊
）
に
は
、
こ
の
写
真
よ
り
三
、
四
十
年
後
の
昭
和
初
期
の

風
景
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。�

桃
渓
橋
の
下
手
の
川
べ
り
に
は
、
水
車
が
静
か
な
音
を
た

て
、
そ
の
附
近
の
川
原
に
は
家
鴨
が
群
を
な
し
て
悠
々
と

遊
ん
だ
。（
中
略
）
編
笠
橋
が
蔦
紅
葉
に
化
粧
し
た
の
は

殊
に
美
し
か
っ
た
。
古
町
橋
の
川
岸
に
は
片
側
に
は
松
の

木
、
片
側
に
梧
桐
の
木
が
立
並
ん
で
影
を
つ
く
っ
た
。
そ

し
て
川
ふ
ち
の
石
垣
の
間
に
は
、
時
に
傘
屋
が
油
引
き
の

傘
を
ほ
し
た
。�

��　
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
七
月
二
十
三
日
、
長
崎

市
は
記
録
的
な
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
眼
鏡

橋
に
代
表
さ
れ
る
石
橋
群
は
半
壊
、
流
失
な
ど
甚
大
な
被

害
を
こ
う
む
っ
た
。
そ
の
後
改
修
に
際
し
て
、
長
崎
が
誇
る

歴
史
的
な
石
橋
群
は
洪
水
の
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と

い
う
理
由
で
、
堤
防
の
脇
を
え
ぐ
り
、
水
路
を
作
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
復
元
し
た
り
、
反
り
を
高
く
あ
げ
た
不
自
然

な
ア
ー
チ
式
の
石
橋
な
ど
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
流
失
し
た

「
古
町
橋
」
も
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
、
他
の
石
橋
と
同
じ

く
、
架
け
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
原
型
は
、
も
は
や
古
写
真
で

し
か
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。�








